
日本介護支援専門員協会の皆様へ 

～アンケート調査へのご協力のお願い～ 

近年、定年退職後に飲酒問題が表面化する高齢者が多いことはマスコミなどで報道され

ていますが、高齢化が進むわが国で、在宅で介護保険サービスを受けている方々の中にも、

飲酒の問題を抱えている方が数多くいらっしゃり、その対策が急務と感じています。 

私どもは、まず介護現場でのアルコール問題の実態を明らかにした上で、支援者皆様のニ

ーズを知り、対応マニュアルや研修事業などの整備に役立てたいと考えています。本厚生労

働科学研究の趣旨をご理解頂き、介護支援専門員の皆様のご協力よろしくお願いいたしま

す。 

 なお、謝礼として QUO カード希望される方には、アンケートのＱ8 まで記入漏れなくお

答え頂いた方の中から先着 600 名の方に、1,000 円分の QUO カードをお送りします。QUO

カード希望される方は、アンケート表紙に QUO カード希望有りに〇を付け、送付先住所、

お名前をご記入ください。また、QUO カード送付時に QUO カード受領書となる返信用は

がきを同封しますので、QUO カード受領後直ちに研究事務局にご返送ください。 

本研究は、厚生労働科学研究費「アルコール依存症の早期介入から回復支援に至る切れ目

のない支援体制整備のための研究（研究代表者：木村充）」の分担研究「アルコール問題を

有する地域高齢者への効果的な介入と支援に関する研究」（研究分担者：杠岳文）の一環と

して、一般社団法人日本介護支援専門員協会の協力を得て行っています。 
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令和 3年 2月 20日 

会員の皆様へ 

 一般社団法人 

日本介護支援専門員協会 

会  長  柴 口 里 則 

[公 印 省 略] 

「アルコール問題を有する地域高齢者への効果的な介入と支援に 

関する研究」のアンケート調査協力について 

拝啓 平素より当協会の活動に対し、格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し

上げます。 

当協会では、厚生労働科学研究費「アルコール依存症の早期介入から回復

支援に至る切れ目のない支援体制整備のための研究（研究代表者：独立行政

法人国立病院機構久里浜医療センター 精神科診療部長 木村充先生）」の分

担研究「アルコール問題を有する地域高齢者への効果的な介入と支援に関す

る研究」（研究分担者：国立病院機構肥前精神医療センター 院長 杠岳文 

先生）のアンケート調査に協力することといたしました。 

この調査は、介護現場におけるアルコール問題を有する高齢者について、

実態を明らかにした上で、介護支援専門員をはじめ、支援をする皆様のニー

ズを把握し、対応マニュアルや研修事業などの整備に役立てたることを目的

として実施されます。 

会員の皆様におかれましては、ご多用の折、恐縮に存じますが、本調査の回答に

ご協力賜わりますようよろしくお願い申し上げます。 
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